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平成２１年１０月 ２日

平成20年度市町村普通会計決算の概要（速報）

※ 本資料は、市町村（一部事務組合及び広域連合を除く（1,800団体））の財政状況を迅速に示すため、平成21年8月
末現在の集計状況を速報として取りまとめたものです。したがって、数値については概数であり、今後変動する場合
があります。

【特色】【特色】

歳 出

歳 入

・・・

・・・

人件費が9年連続で減少するなど、歳出削減努力が続いていますが、経済対策
の実施や社会保障関係経費の増加などにより、歳出総額は2年連続で増加しま
した。

地方税は法人市町村民税が減少したものの、個人市町村民税の増収等により
736億円増加、臨時財政対策債を含む実質的な地方交付税及び地方特例交付金
等も約3,100億円増加、また、社会保障に関わる国庫支出金及び都道府県支出
金が増加したことにより、歳入総額も2年連続で増加しました。

決算収支

財政構造
の弾力性

・・・

・・・

金が増加したことにより、歳入総額も2年連続で増加しました。

実質収支の黒字は、全体で60億円減少しました。なお、実質収支が赤字の市
町村は19団体となっています。

経常収支比率は、0.2ポイント低下の91.8％となっており、やや改善したもの
の、依然として財政構造の硬直的な状況が続いています。

１ 歳出

歳出総額は47兆8,347億円で、前年度を1,914億円上回り、2年連続で増加しました。

投資的経費が1,710億円減少、職員給が2,049億円削減するなど、歳出削減努力が続いていますが、

制度改正や自然増などにより社会保障関係費が増加（扶助費は2 747億円増）するとともに 補助費制度改正や自然増などにより社会保障関係費が増加（扶助費は2,747億円増）するとともに、補助費

等が増加（2,112億円増）しています。

〈歳出の推移〉

（兆円）

その他

人件費

92,225億円
（▲2,542億円）

〈性質別歳出の状況〉
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478,347億円

183,655億円
（3,439億円増）

歳出総額

478,347

億円

投資的経費

64,283億円
（▲1 710億円）

公債費

62,087億円

(▲21億円)

扶助費

76,096億円

（2,747億円増）

職員給

62,338億円
（▲2,049億円）

（▲3.2%）
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（▲1,710億円）

（▲2.6%）

(▲21億円)

(▲0.0%）

うち

普通建設事業費

63,445億円
（▲919億円）

（▲1.4%）

※（ ）内は対前年度増減額及び増減率
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２ 歳入

歳入総額は49兆5,838億円で、前年度を7,484億円上回り、2年連続で増加しました。

地方税は4年連続で増加し、臨時財政対策債を含む実質的な地方交付税も5年ぶりに増加し地方税は 年連続で増加し、臨時財政対策債を含む実質的な地方交付税も 年ぶりに増加し

ています。なお、経済対策に係る経費の増加により、国庫支出金は2年連続増加しています。

（兆円）

〈歳入の推移〉

52
地方税

195 465億円

その他

106 841億円

〈歳入総額の状況〉
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歳入総額

495,838

億円

195,465億円
（736億円増）

（0.4%増）

106,841億円
（▲3,254億円）

（▲3.0%）

地方債

39,177億円
（224億円増）

（0.6%増）

うち

住民税（個人分）

74,550億円
（1,512億円増）

（2.1%増）
うち

固定資産税

78,425億円

（1,321億円増）

（1.7%増）

うち

地方譲与税

5,165億円
（▲206億円）

（▲3.8%）

平成16 17 18 19 20 （年度）0

※（ ）内は対前年度増減額及び増減率

※地方税には、東京都が徴収した市町村税相当分は

含んでいない。

国庫支出金

57,787億円
（7,239億円増）

（14.3%増）

地方交付税

72,865億円

（2,600億円増）

（3.7%）

都道府県支出金

23,703億円
（▲61億円）

（▲0.3%）

３ 決算収支

(1) 実質収支の黒字は、全体で60億円減少しました。一方、実質単年度収支は、積立額の増加と基金の
取崩し額 減少により大幅に増加し 2 362億円 黒字とな ます取崩し額の減少により大幅に増加し、2,362億円の黒字となっています。

(2) 実質収支が赤字の団体は、19市町村となりました（平成19年度は23市町）。

区 分 実質収支 実質単年度収支

9,420億円 1,932億円平成20年度

平成19年度 9,480億円 ▲430億円

対前年度増減 ▲60億円 2,362億円
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４ 財政構造の弾力性

(1) 経常収支比率は、全体で0.2ポイント低下の91.8％となりました。

(2) 実質公債費比率は、全体で 0.5ポイント低下の11.8％となりました。

区 分 経常収支比率 実質公債費比率

９１．８％ １１．８％平成20年度

平成19年度 ９２．０％ １２．３％

▲０．２ ▲０．５対前年度増減

（注） 本資料の図表中の数値については、表示単位未満四捨五入の関係で、積上げと合計が一致しない箇所があ
ります。

※ 詳細は別紙のとおりです。

注 実質公債費比率は平成21年度の起債協議等手続において用いる平成18年度から平成20年度の３ヵ年平均である。

（連絡先）（連絡先）
自治財政局財務調査課
山田課長補佐、石井係長

（直通）03-5253-5649
（代表）03-5253-5111

（内線 5649）
（FAX）03-5253-5650
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〔別　紙〕

〈決算規模の状況〉

(1) 歳入、歳出ともに2年連続で前年度決算額を上回った。

(2) 歳入

・ 歳入総額は、49兆5,838億円で、前年度を7,484億円上回った。

・ 地方譲与税及び各種交付金については減少しているものの、国庫支出金、地方交付税及び

地方特例交付金等が増加。

(3) 歳出

・ 歳出総額は、47兆8,347億円で、前年度を1,914億円上回った。

・ 各団体の歳出削減努力による人件費、普通建設事業費及び災害減による災害復旧事業費

等が減少しているものの、制度改正等に伴い社会保障関係費が増加。

２ 決算収支

１ 決算規模

(1) 実質収支の合計は、9,420億円の黒字となっているが、前年度より60億円減少。

(2) 単年度収支の合計は、実質収支の減少に伴い58億円の赤字。

歳入総額

歳出総額

区　　分 平成20年度 平成19年度 増減額

0.5%

増減率 前年度増減率

47兆8,347億円 47兆6,432億円 1,914億円 0.4%

0.2%49兆5,838億円 48兆8,354億円 7,484億円 1.5%

4

１　決算規模
２　決算収支

〈決算収支の状況〉 （単位：億円）

　 形 式 収 支 ：歳入歳出差引額

実 質 収 支 ：歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額

単 年 度 収 支 ：当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額
実 質 単 年 度 収 支 ：単年度収支に、実質的な黒字要素（財政調整基金への積立額及び地方債の繰上償還額）を加え、赤字

　要素（財政調整基金の取崩し額）を差し引いた額
 

〈実質収支が赤字の団体数について〉

注　（）内は、打ち切り決算により赤字となった団体数であり、（）外の団体数の外数である。

9,480

13,258 10,580

▲ 430▲ 1,104

1,810611

実質単年度収支実質収支

9,420 ▲ 58 1,932

単年度収支区　　　　分

17,491

形式収支

決　算　額

平成20年度（Ａ）

11,921平成19年度（Ｂ）

平成18年度

▲ 60 1,046 2,362

区分 平成19年度

増減額（Ａ－Ｂ） 5,570

赤字団体数

平成20年度

19団体 23団体(1団体)

増減

4団体(1団体)

(1) 歳入、歳出ともに2年連続で前年度決算額を上回った。

(2) 歳入

・ 歳入総額は、49兆5,838億円で、前年度を7,484億円上回った。

・ 地方譲与税及び各種交付金については減少しているものの、国庫支出金、地方交付税及び

地方特例交付金等が増加。

(3) 歳出

・ 歳出総額は、47兆8,347億円で、前年度を1,914億円上回った。

・ 各団体の歳出削減努力による人件費、普通建設事業費及び災害減による災害復旧事業費

等が減少しているものの、制度改正等に伴い社会保障関係費が増加。

２ 決算収支

１ 決算規模

(1) 実質収支の合計は、9,420億円の黒字となっているが、前年度より60億円減少。

(2) 単年度収支の合計は、実質収支の減少に伴い58億円の赤字。

(3) 実質単年度収支の合計は、財政調整基金の積立金の増加と取崩し額の減少に伴い

1,932億円の黒字。

(4) 実質収支が赤字の団体は、19市町村。

歳入総額

歳出総額

区　　分 平成20年度 平成19年度 増減額

0.5%

増減率 前年度増減率

47兆8,347億円 47兆6,432億円 1,914億円 0.4%

0.2%49兆5,838億円 48兆8,354億円 7,484億円 1.5%

4

１　決算規模
２　決算収支4

１　決算規模
２　決算収支



〈歳入の状況〉 （単位：億円 ％）

(1)  地方税

法人市町村民税は、2,633億円減少(8.7%減)したものの、個人市町村民税及び固定資産税の微増

により、地方税全体では737億円増加（0.4%増）の19兆5,465億円。

なお、歳入総額に占める地方税の割合は、前年度より0.5ポイント低下の39.4%。

(2) 地方譲与税

地方道路譲与税の減少に伴い、前年度より206億円減少(3.8%減)の5,165億円。

(3)  地方特例交付金等

減収補てん特例交付金及び地方税等減収補てん臨時交付金の新設に伴い、前年度より1,126億円増加

(84.2％増)の2,462億円。

(4)  地方交付税

前年度より2,600億円増加（3.7%増）の7兆2,865億円。

（臨時財政対策債を含む実質的な地方交付税については、2,012億円増加（2.5%増）の8兆3,368億円。）

(5)  一般財源

地方交付税等が増加したことから前年度決算額を上回っているが、歳入総額に占める割合は前年度

より0.5ポイント低下の59.2％となっている。

(6)  国庫支出金

国の生活対策の補正予算、生活保護費負担金等の増加に伴い、前年度より7,239億円増加(14.3％増)

の5兆7,787億円。

３ 歳 入

5 ３　歳入（その１）

〈歳入の状況〉 （単位：億円、％）
平成20年度 平成19年度 比較

決算額 構成比 決算額 構成比 増減額 増減率

地方税　　　　    　  　　         ① 195,465 39.4 194,728 39.9 737 0.4

うち住民税（個人分） 74,450 15.0 72,939 14.9 1,511 2.1

うち住民税（法人分） 27,518 5.5 30,151 6.2 ▲ 2,633 ▲ 8.7

うち固定資産税 88,763 17.9 87,289 17.9 1,474 1.7

地方譲与税　　　　　② 5,165 1.0 5,371 1.1 ▲ 206 ▲ 3.8

地方特例交付金等 ③ 2,462 0.5 1,337 0.3 1,125 84.2

うち減収補てん特例交付金 930 0.2 ― ― 930 皆増

うち地方税等減収補てん臨時交付金 163 0.0 ― ― 163 皆増

地方交付税　　　　　　　　　　④ 72,865 14.7 70,265 14.4 2,600 3.7

地方消費税交付金等各種交付金　⑤ 17,695 3.6 19,907 4.1 ▲ 2,212 ▲ 11.1

293,652 59.2 291,608 59.7 2,044 0.7

286,460 57.8 282,792 57.9 3,668 1.3

国庫支出金 57,787 11.7 50,548 10.4 7,239 14.3

都道府県支出金 23,703 4.8 23,765 4.9 ▲ 62 ▲ 0.3

39,177 7.9 38,953 8.0 224 0.6

うち減収補てん債特例分 934 0.2 449 0.1 485 108.0

うち合併特例事業債 6,823 1.4 6,558 1.3 265 4.0

うち臨時財政対策債 10,503 2.1 11,091 2.3 ▲ 588 ▲ 5.3

81,519 16.4 83,480 17.1 ▲ 1,961 ▲ 2.3

うち繰入金 11,475 2.3 12,615 2.6 ▲ 1,140 ▲ 9.0

うち特別区財政調整交付金 10,000 2.0 10,176 2.1 ▲ 176 ▲ 1.7

495,838 100.0 488,354 100.0 7,484 1.5

注１　地方税には、東京都が徴収した市町村税相当額は含んでいない。ただし、内数には含んでいる。
　２　国庫支出金には、国有提供施設等所在市町村助成交付金を含み、交通安全対策特別交付金は除く。

その他

歳入合計

区　　分

（一般財源）①+②+③+④+⑤

〔参考〕①＋②＋③＋④＋臨時財政対策債

地方債

5 ３　歳入（その１）



〈市 町 村 税 の 推 移〉
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注 （ ）の数値は、歳入総額に占める一般財源の構成比である。

(59.7)(57.7) (60.4)(56.8) (58.2)

一
般
財
源

その他

地方債

国庫支出金

地方交付税

地方特例交付

金等

地方税

地方消費税交付金

等各種交付金

地方譲与税

都道府県支出金

<歳入決算額構成比の推移>

< 市 町 村 税 の 推 移 >

53,3835 499,500 498,335 487,478 488,354      495,838（億円）

(59.2%)

6 ３　歳入（その２）

（単位：億円）

区分
平成20年度

収入額
増減率
（％）

 前年度
 増減率（％)

その他 5,240 2.7 3.8

都市計画税 12,250 1.9 1.7

市町村たばこ税 8,084 ▲ 5.2 ▲ 1.0

固定資産税 88,763 1.7 1.8

法人分 27,518 ▲ 8.7 6.3

個人分 74,450 2.1 16.9

合計 216,305 0.1 7.0

注　収入額は、地方税の決算額に、東京都が徴収した市町

　村税相当額(2兆840億円)を加算した額である。
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注 （ ）の数値は、歳入総額に占める一般財源の構成比である。

(59.7)(57.7) (60.4)(56.8) (58.2)

一
般
財
源

その他

地方債

国庫支出金

地方交付税

地方特例交付

金等

地方税

地方消費税交付金

等各種交付金

地方譲与税

都道府県支出金

<歳入決算額構成比の推移>

< 市 町 村 税 の 推 移 >

53,3835 499,500 498,335 487,478 488,354      495,838（億円）

206,027

195,775 
190,518

216,305216,026 （億円）

201,819

(59.2%)

6 ３　歳入（その２）



　　〈性質別歳出決算の状況〉

（性質別）

(1)  義務的経費

・ 人件費は、各団体の歳出削減努力により2.7％減少（9年連続の減少）。

・ 扶助費は、生活保護費の増加等に伴い3.7%増加。

・ 公債費は、ほぼ前年度並み（微減）。

(2) 投資的経費

・ 投資的経費の大部分を占める普通建設事業費は、事業の抑制に伴う単独事業費の減により減少。

・ また、豪雨災害等の減少により、災害復旧事業費が半減。

(3)  その他の経費

・ 物件費は、前年度の参議院議員選挙等の執行経費及び後期高齢者医療制度の施行準備に係る経費の

減などにより、1.8%減少。

・ 積立金は、財政調整基金への積立増等により、4.5%増加。

４ 歳 出

（単位：億円、％）

平成20年度 平成19年度 比　　　　　較

決算額 構成比 決算額 構成比 増減額 増減率

義務的経費 230,409 48.2 230,224 48.3 185 0.1

92 225 19 3 94 767 19 9 ▲ 2 542 ▲ 2 7

区　　　分

人件費
内

7 ４　歳出（その１）

平成20年度 平成19年度 比　　　　　較

決算額 構成比 決算額 構成比 増減額 増減率

義務的経費 230,409 48.2 230,224 48.3 185 0.1

92,225 19.3 94,767 19.9 ▲ 2,542 ▲ 2.7

76,096 15.9 73,349 15.4 2,747 3.7

62,087 13.0 62,108 13.0 ▲ 21 ▲0.0

投資的経費 64,283 13.4 65,992 13.9 ▲ 1,709 ▲ 2.6

63,445 13.3 64,364 13.5 ▲ 919 ▲ 1.4

　うち補助事業費 23,101 4.8 22,994 4.8 107 0.5

　うち単独事業費 37,684 7.9 38,445 8.1 ▲ 761 ▲ 2.0

812 0.2 1,594 0.3 ▲ 782 ▲ 49.0

　うち補助事業費 578 0.1 1,269 0.3 ▲ 691 ▲ 54.5

　うち単独事業費 233 0.0 324 0.1 ▲ 91 ▲ 28.0

26 0.0 34 0.0 ▲ 8 ▲ 24.7

　うち補助事業費 23 0.0 29 0.0 ▲ 6 ▲ 20.9

　うち単独事業費 3 0.0 5 0.0 ▲ 2 ▲ 45.8

その他の経費 183,655 38.4 180,216 37.8 3,439 1.9

56,673 11.8 57,713 12.1 ▲ 1,040 ▲ 1.8

10,999 2.3 10,526 2.2 473 4.5

歳出合計 478,347 100.0 476,432 100.0 1,915 0.4

区　　　分

普通建設事業費

災害復旧事業費

失業対策事業費

人件費

扶助費

公債費

内

訳

内

訳

うち積立金

うち物件費

7 ４　歳出（その１）



(1)  総務費は、景気悪化に伴う法人市町村民税の還付等により増加。

(2) 民生費は、生活保護費等の各種社会保障関係経費の増により増加。

(3) 農林水産業費及び土木費は、普通建設事業費等の減により減少。

(4)  災害復旧費は、豪雨災害等が減少したことに伴い減少。

(5)  公債費は、ほぼ前年度並み（微減）。

（目的別）

〈目的別歳出決算の状況〉 (単位：億円、％)
平成20年度 平成19年度 比　 　　較

決 算 額 構 成 比 決 算 額 構 成 比 増 減 額 増 減 率

総務費 60,313 12.6 58,787 12.3 1,526 2.6

民生費 138,821 29.0 135,220 28.4 3,601 2.7

衛生費 41 928 8 8 42 394 8 9 ▲ 466 ▲ 1 1

区  　　　　分

(1)  総務費は、景気悪化に伴う法人市町村民税の還付等により増加。

(2) 民生費は、生活保護費等の各種社会保障関係経費の増により増加。

(3) 農林水産業費及び土木費は、普通建設事業費等の減により減少。

(4)  災害復旧費は、豪雨災害等が減少したことに伴い減少。

(5)  公債費は、ほぼ前年度並み（微減）。

（目的別）

〈目的別歳出決算の状況〉 (単位：億円、％)
平成20年度 平成19年度 比　 　　較

決 算 額 構 成 比 決 算 額 構 成 比 増 減 額 増 減 率

総務費 60,313 12.6 58,787 12.3 1,526 2.6

民生費 138,821 29.0 135,220 28.4 3,601 2.7

衛生費 41,928 8.8 42,394 8.9 ▲ 466 ▲ 1.1

労働費 1,303 0.3 1,313 0.3 ▲ 9 ▲ 0.7

農林水産業費 12,352 2.6 12,968 2.7 ▲ 616 ▲ 4.7

商工費 17,258 3.6 16,336 3.4 922 5.6

土木費 67,946 14.2 70,362 14.8 ▲ 2,416 ▲ 3.4

消防費 16,636 3.5 16,894 3.5 ▲ 258 ▲ 1.5

教育費 52,133 10.9 52,252 11.0 ▲ 119 ▲ 0.2

災害復旧費 813 0.2 1,595 0.3 ▲ 783 ▲ 49.1

公債費 62,158 13.0 62,186 13.1 ▲ 28 ▲0.0

その他 6,686 1.3 6,125 1.4 561 9.2

歳出合計 478,347 100.0 476,432 100.0 1,914 0.4

区  　　　　分

8 ４　歳出（その２）
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の
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（年度）

その他

貸付金

積立金

物件費

補助費等

普通建設

災害復旧事業費及

び失業対策事業費

公債費

扶助費

人件費

<歳出決算額の性質別構成比の推移>

516,877 486,509 485,155 474,216 476,432      478,347（億円）

9 ４　歳出（その３）
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資
的
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費

そ
の
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の
経
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（年度）

（年度）

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業

衛生費

公債費

災害復旧費

民生費

総務費

その他

貸付金

積立金

物件費

補助費等

普通建設

災害復旧事業費及

び失業対策事業費

公債費

扶助費

人件費

<歳出決算額の性質別構成比の推移>

<歳出決算額の目的別構成比の推移>

516,877 486,509 485,155 474,216 476,432      478,347（億円）

その他
516,877 486,509 485,155 474,216 476,432 478,347（億円）

9 ４　歳出（その３）



※　実質公債費比率は平成21年度の起債協議等手続において用いる平成18年度から平成20年度の３ヵ年平均である。

〈財政指標の状況〉

経常収支比率 実質公債費比率 財政力指数

平成20年度 91.8% 11.8% 0.56

平成19年度 92.0% 12.3% 0.55

対前年度増減 -0.2 -0.5 0.01

注１　 経常収支比率、実質公債費比率は加重平均である。財政力指数は単純平均である。

　 ２　 経常収支比率及び財政力指数は特別区を除き、実質公債費比率は特別区を含む（以下の図表において同じ。）。

全体

(1)  経常収支比率

・ 前年度より0.2ポイント低下し、91.8％。

・ 分母である経常一般財源等については、地方交付税等の増加により、0.5ポイント増加。

・ 分子である経常経費充当一般財源等は、扶助費等の増加により、0.3ポイント増加。

(2)  実質公債費比率

・ 前年度より0.5ポイント低下し、11.8％

・ 分子は公債費の減少に伴い、公債費充当一般財源等が減少し、分母は地方税等が増加したことから、

全体として0.5ポイント低下。

・ また、実質公債費比率が18％以上の団体は、前年度から38団体減少の396団体。

５ 財政構造の弾力性

<経常収支比率の推移>

(％)

〈経常収支比率の段階別団体数の状況〉

〈実質公債費比率の段階別団体数の状況〉

(1)  経常収支比率

・ 前年度より0.2ポイント低下し、91.8％。

・ 分母である経常一般財源等については、地方交付税等の増加により、0.5ポイント増加。

・ 分子である経常経費充当一般財源等は、扶助費等の増加により、0.3ポイント増加。

(2)  実質公債費比率

・ 前年度より0.5ポイント低下し、11.8％

・ 分子は公債費の減少に伴い、公債費充当一般財源等が減少し、分母は地方税等が増加したことから、

全体として0.5ポイント低下。

・ また、実質公債費比率が18％以上の団体は、前年度から38団体減少の396団体。

87.4 

90.5 90.2 
90.3 

92.0 91.8 
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93.0 

平成15 16 17 18 19 20

５ 財政構造の弾力性

<経常収支比率の推移>

(年度)

(％)

区分 80％未満
80％以上
90％未満

90％以上
100％未満

100％以上 合計

139 682 904 52 1,777
(7.8%) (38.4%) (50.9%) (2.9%) (100.0%)

118 622 960 93 1,793
(6.6%) (34.7%) (53.5%) (5.2%) (100.0%)

平成20年度

平成19年度

区分 10％未満
10％以上
18％未満

18％以上
25％未満

25％以上 合計

374 1,028 376 20 1,798
(20.8%) (57.2%) (20.9%) (1.1%) (100.0%)
346 1,030 401 33 1,810

(19.1%) (56.9%) (22.2%) (1.8%) (100.0%)

平成20年度

平成19年度

10 ５　財政構造の弾力性



  

〈将来にわたる実質的な財政負担の状況〉

〈（参考）積立金の増減額〉

積立額 取崩し額 積立金増減額

1兆2,388億円 9,441億円 2,947億円

財政調整基金 5,257億円 3,525億円 1,732億円

減債基金 1 398億円 1 651億円 ▲ 253億円

区　分

積立金総額

内

(1) 将来にわたる実質的な財政負担は、地方債現在高の減少及び積立金現在高の増加により、

前年度末と比べ1兆5,250億円減の53兆1,644億円となった。

(2) 積立金現在高については2,947億円の増となっている。

６ 地方債及び債務負担行為による実質的な将来の財政負担

区　　分 平成20年度 平成19年度 増減額 増減率
前年度
増減率

地方債現在高　 　Ａ 55兆5,845億円 56兆8,176億円 ▲1兆2,331億円 ▲2.2% ▲3.4%

債務負担行為額　Ｂ 6兆6,600億円 6兆6,572億円 28億円 0.0% 2.3%

積立金現在高　 　Ｃ 9兆0,801億円 8兆7,854億円 2,947億円 3.4% 7.3%

財政調整基金 3兆1,504億円 2兆9,772億円 1,732億円 5.8% 8.7%

減債基金 9,952億円 1兆  205億円 ▲ 253億円 ▲2.5% ▲3.1%

その他特定目的基金 4兆9,345億円 4兆7,877億円 1,468億円 3.1% 8.9%

Ａ＋Ｂ－Ｃ 53兆1,644億円 54兆6,894億円 ▲1兆5,250億円 ▲2.8% ▲4.3%

内
訳

11 ６　地方債及び債務負担行為による実質的な将来の財政負担

減債基金 1,398億円 1,651億円 ▲ 253億円

その他特定目的基金 5,733億円 4,265億円 1,468億円
訳

注　積立金増減額とは、積立額（歳出決算額＋歳計剰余金処分による積立て）から取崩し額を差し引いたものである。

(1) 将来にわたる実質的な財政負担は、地方債現在高の減少及び積立金現在高の増加により、

前年度末と比べ1兆5,250億円減の53兆1,644億円となった。

(2) 積立金現在高については2,947億円の増となっている。
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〈将来にわたる実質的な財政負担の推移〉

積立金現在高

債務負担行為額

地方債現在高

(年度末)

(兆円)

53兆1,644億円54兆6,894億

地方債現在高＋債務負担行為額－積立金現在高

６ 地方債及び債務負担行為による実質的な将来の財政負担

区　　分 平成20年度 平成19年度 増減額 増減率
前年度
増減率

地方債現在高　 　Ａ 55兆5,845億円 56兆8,176億円 ▲1兆2,331億円 ▲2.2% ▲3.4%

債務負担行為額　Ｂ 6兆6,600億円 6兆6,572億円 28億円 0.0% 2.3%

積立金現在高　 　Ｃ 9兆0,801億円 8兆7,854億円 2,947億円 3.4% 7.3%

財政調整基金 3兆1,504億円 2兆9,772億円 1,732億円 5.8% 8.7%

減債基金 9,952億円 1兆  205億円 ▲ 253億円 ▲2.5% ▲3.1%

その他特定目的基金 4兆9,345億円 4兆7,877億円 1,468億円 3.1% 8.9%

Ａ＋Ｂ－Ｃ 53兆1,644億円 54兆6,894億円 ▲1兆5,250億円 ▲2.8% ▲4.3%

内
訳

11 ６　地方債及び債務負担行為による実質的な将来の財政負担



【参考】 

決算収支及び財政分析指標について（解説） 

 

 

○ 実質収支と実質単年度収支 

 

・ 実質収支とは、歳入決算額から歳出決算額を単純に差し引いた額（形式収

支）から、翌年度への繰越し財源（継続費の逓次繰越［執行残額］、繰越明許

費繰越等に伴い翌年度へ繰り越すべき財源）を差し引いたもの。これには過

去からの収支の赤字・黒字要素が含まれている。 

 

・ 実質単年度収支とは、実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額（単

年度収支）から、実質的な赤字・黒字要素（財政調整積立金、財政調整基金

の取崩し、地方債繰上償還）を加減したもの。当該年度だけの実質的な収支

を把握するための指標。 

 

実質単年度収支＝当該年度実質収支－前年度実質収支＋財政調整基金積立額 

＋地方債繰上償還額－財政調整基金取崩し額 

 

＊ 実質収支と実質単年度収支の相違点 

 

・ 実質収支には前年度以前からの収支の累積が含まれている。 

・ 前年度からの影響を遮断し、当該年度のみの実質的な収支状況を示した

ものが実質単年度収支。 

・ 実質収支が黒字であっても、実質単年度収支が赤字であれば、前年度ま

での黒字のおかげで当該年度もかろうじて黒字となっていることを示して

いる。この状態が続けば、やがて実質収支も赤字となる。 

・ 地方財政の健全性（決算収支の均衡）の判断は、実質収支が黒字か否か

を見るだけでは不十分。実質収支が前年度と比べてどう増減したのか（単

年度収支）に加え、それに基金の積立てや取崩し・地方債の繰上償還など

を考慮した場合はどうか（実質単年度収支）を併せて見る必要がある。 

 
 
○ 経常収支比率 
 

地方税、普通交付税のように使途が特定されておらず、毎年度経常的

に収入される財源のうち、人件費、扶助費、公債費のように毎年度経常

的に支出される経費に充当されたものが占める割合。 

 

12 



 

経常収支比率 ＝ 
人件費、扶助費、公債費等に充当した一般財源等 

×100  
 経常一般財源等（地方税＋普通交付税等） 

    ＋減収補てん債特例分＋臨時財政対策債 

 

 

○ 実質公債費比率 

 

 地方税、普通交付税のように使途が特定されておらず、毎年度経常

的に収入される財源のうち、公債費や公営企業債に対する繰出金など

の公債費に準ずるものを含めた実質的な公債費相当額（普通交付税が

措置されるものを除く）に充当されたものの占める割合の前 3 年度の

平均値。地方債協議制度の下で、18%以上の団体は、地方債の発行に際

し許可が必要となる。さらに、25%以上の団体は地域活性化事業等の単

独事業に係る地方債が制限され、35%以上の団体は、これらに加えて一

部の一般公共事業債等についても制限されることとなる。 

 

   

 

 

 

 A：地方債の元利償還金（繰上償還等を除く） 

 B：地方債の元利償還金に準ずるもの（「準元利償還金」） 

 C：元利償還金又は準元利償還金に充てられる特定財源 

 D：地方債に係る元利償還に要する経費として普通交付税の額の算定に用 

いる基準財政需要額に算入された額（「算入公債費の額」）及び準元利 

償還金に要する経費として普通交付税の額の算定に用いる基準財政需 

要額に算入された額（「算入準公債費の額」） 

 E：標準財政規模（「標準的な規模の収入の額」） 

  F：臨時財政対策債発行可能額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実質公債費比率 ＝ 
 （A＋B）－（C＋D）

E＋F－D 

 

＊実質公債費比率の算定において除かれる元利償還金（上記 A関連） 
 ①繰上償還を行ったもの 
 ②借換債を財源として償還を行ったもの 
 ③満期一括償還方式の地方債の元金償還金 
 ④利子支払金のうち減債基金の運用利子等を財源とするもの 
＊「準元利償還金」（上記 B関連） 
 ①満期一括償還方式の地方債の 1 年当たりの元金償還金相当額 
 ②公営企業債の元利償還金に対する普通会計からの繰入金 
 ③一部事務組合等が起こした地方債の元利償還金に対する負担金等 
 ④債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるもの（PFI 事業に係る委

託料、国営事業負担金、利子補給など） 
 ⑤一時借入金の利子 
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